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敬世, 許 泰一, 佐倉 徹, 陣内逸郎, 竹内 仁, 宮﨑泰司, 宮脇修一, 大西一功, 直江知樹, 神田善伸：フィラデ

ルフィア染色体陰性成人急性リンパ性白血病に対する HLA 一致非血縁ドナーからの第一寛解期における同種造

血幹細胞移植の妥当性を検討する臨床決断分析．第 33 回日本造血細胞移植学会総会プログラム・抄録集: p231, 
2011 

38. 藤田浩之, 麻生範雄, 岩永正子, 兵 理絵, 岸本祐司, 清井 仁, 岡田昌也, 都築基弘, 松田光弘, 堀川健太郎, 河
合泰一, 大竹茂樹, 品川克至, 竹下明裕, 宮﨑泰司, 大西一功, 宮脇修一, 大野竜三, 直江知樹：急性前骨髄球性白

血病再発後の移植－JALSG APL study．第 33 回日本造血細胞移植学会総会プログラム・抄録集: p232,2011 
39. 松尾真稔, 福島卓也, 谷口広明, 牧山純也, 糸永英弘, 田口 潤, 宮﨑泰司：肺真菌症に対し liposomal Amphotericin 

B (L-AMB)予防投与により同種移植(allo-HSCT)を施行し得た ALL2 症例．第 33 回日本造血細胞移植学会総会プロ

グラム・抄録集: p260, 2011 
40. 牧山純也, 松尾真稔, 福島卓也, 谷口広明, 糸永英弘, 田口 潤, 波多智子, 宮崎泰司：肺真菌症に対する抗菌療法

が奏功し、同種造血幹細胞移植を施行し得た急性リンパ性白血病の一症例．第 35 回長崎感染症研究会プログラム: 
p2, 2011 

41. 松尾真稔, 谷口広明, 牧山純也, 土屋健史, 今泉芳孝, 波多智子, 塚崎邦弘, 宮﨑泰司, 新野大介, 大島孝一：リン

パ球豊富型古典的ホジキンリンパ腫（LRCHL）とくすぶり型成人 T 細胞性白血病リンパ腫（ATL）を同時合併し

た 1 例．日本内科学会九州支部主催 第 293 回 九州地方会プログラム: p32, 2011 
42. Ishida T, Joh T, Uike N, Yamamoto K, Utsunomiya A, Yoshida S, Saburi Y, Miyamoto T, Takemoto S, Suzushima H, 

Tsukasaki K, Nosaka K, Fujiwara H, Ishitsuka K, Inagaki H, Ogura M, Akinaga S, Tomonaga M, Tobinai K, Ueda R：A 
Multicenter PhaseⅡStudy of  KW-0761 for Relapsed ATL. 第 9 回日本臨床腫瘍学会学術集会 プログラム・抄録集: 
p192, 2011 

43. 松尾真喜子, 今泉芳孝, 高﨑由美, 新野大介, 土屋健史, 今西大介, 田口 潤, 対馬秀樹, 波多智子, 福島卓也, 塚
崎邦弘, 大島孝一, 宮﨑泰司：染色体転座 t(2;3)(q23;q27)を伴った triple lymphoma の 1 例．第 1 回日本血液学会九

州地方会抄録集: p13, 2011 
44. 田口正剛, 今西大介, 谷口広明, 糸永英弘, 森脇裕司, 今泉芳孝, 田口 潤, 吉田真一郎, 福島卓也, 波多智子, 宮

﨑泰司：同種造血幹細胞移植後の Ph 染色体陽性白血病に対するダサチニブの使用経験．第 1 回日本血液学会九

州地方会抄録集: p30, 2011 
45. 加藤丈晴, 牧山純也, 波多智子, 今西大介, 今泉芳孝, 田口 潤, 塚崎邦弘, 宮﨑泰司, 新野大介, 大島孝一：左前

腕部腫瘤を契機に診断された芽球性形質細胞様樹状細胞腫瘍の１例．日本内科学会九州支部主催 第 295 回 九州

地方会 抄録集: p60, 2011 
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B-d 
1. 宮﨑泰司：平成 22 年度 第 5 回生涯教育講演会報告 演題「幹細胞の話」．西彼杵医師会報 第 90 号 p24-26, 2011 
2. 塚崎邦弘：成人 T 細胞白血病リンパ腫に対するインターフェロンαとジドブジン併用療法の有用性の検証に関す

る研究．（厚生労働科学研究費補助金がん臨床事業(H22-がん臨床-一般-031)成人 T 細胞白血病リンパ腫に対する

インターフェロンαとジドブジン併用療法の有用性の検証．平成 22 年度総括・総括分担報告書 研究代表者 塚

崎邦弘 pp1-9, 32-33,所収）2011 
3. 今西大介, 宮﨑泰司：平成 21 年度：臨床評価 周術期管理の評価．（厚生労働科学研究補助金（エイズ対策研究

事業）HIV 関連 Lipodystrophy の克服に向けて．平成 20 年度～平成 22 年度 総合評価報告書 研究代表者 秋田

定伯 pp108-114,所収）2011 
4. 宮﨑泰司, 今西大介：平成 22 年度：当科で経験した HIV 陽性血友病症例の臨床経過．（厚生労働科学研究補助金

（エイズ対策研究事業）HIV 関連 Lipodystrophy の克服に向けて．平成 20 年度～平成 22 年度 総合評価報告書 研

究代表者 秋田定伯 pp115-119,所収）2011 
5. 宮﨑泰司, 今西大介：当科で経験した HIV 陽性血友病症例の臨床経過．（厚生労働科学研究補助金（エイズ対策

研究事業）HIV 関連 Lipodystrophy の克服に向けて（H20－エイズ－一般－001）平成 22 年度 総括・分担研究報

告書 研究代表者 秋田定伯 pp47-51,所収）2011 
6. 宮崎泰司, 今西大介：当科で経験した血友病症例の臨床経過．厚生労働科学研究補助金（エイズ対策研究事業）

HIV・HCV 重複感染血友病患者の長期療養に関する参加型研究（H22－エイズ－指定－009）平成 22 年度 総括・

分担研究報告書 研究代表者 山下俊一 pp115-118,所収）2011 
7. 塚崎邦弘：血友病対策管理．厚生労働科学研究補助金（エイズ対策研究事業）血液製剤による HIV／HCV 重複感

染患者に対する肝移植のための組織構築 平成 22 年度 総括・分担研究報告書 研究代表者 兼松隆之 

pp99-100,所収）2011 
8. 宮﨑泰司：データマネージメント、白血病中央診断と白血病に関するコホート研究．厚生労働科学研究補助金（が

ん臨床研究事業）難治性白血病に対する標準的治療法の確立に関する研究 平成 22 年度 総括・分担研究報告書 

研究代表者 大西一功 pp75-78, 120-125,所収) 2011 
9. 大西一功, 大野竜三, 大竹茂樹, 直江知樹, 宮﨑泰司, 小林幸夫, 金丸昭久, 松村 到、品川克至, 宮脇修一, 薄井

紀子, 竹内 仁, 伊藤良和, 熱田由子, 他研究協力者 99 名：難治性白血病に対する標準的治療法の確立に関する研

究．厚生労働科学研究補助金（がん臨床研究事業）難治性白血病に対する標準的治療法の確立に関する研究 平

成 20-22 年度 総合研究報告書 大西一功 pp1-22,所収)2011 
10. 黒川峰夫, 石川隆之, 宮﨑泰司, 三谷絹子, 中畑龍俊, 岡本真一郎, 村手 隆, 松田 晃, 通山 薫, 大屋敷一馬, 

直江知樹, 小川誠司, 鈴木隆浩, 木村昭郎, 谷本光音, 真部 淳：不応性貧血（骨髄異形成症候群）．厚生労働科

学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 特発性造血障害に関する調査研究班（平成 20－22 年度）特発性造血

障害疾患の「診療の参照ガイド」（平成 22 年度改訂版）研究代表者 小澤敬也 pp57-98,所収)2011 
11. 小澤敬也, 赤司浩一, 石川隆之, 高折晃史, 岡本真一郎, 金倉 譲, 黒川峰夫, 澤田賢一, 中尾眞二, 中畑龍俊, 宮

﨑泰司, 村手 隆, 杉田 稔：特発性造血障害に関する調査研究．（厚生労働科学研究補助金（難治性疾患克服研

究事業）特発性造血障害に関する調査研究 平成 22 年度 総括・分担研究報告書 研究代表者 小澤計也 pp1-18
所収）2011 

12. 宮﨑泰司：骨髄異形成症候群の国際的予後因子作成事業．（厚生労働科学研究補助金（難治性疾患克服研究事業）

特発性造血障害に関する調査研究 平成 22 年度 総括・分担研究報告書 研究代表者 小澤計也 pp46-48 所収）
2011 

13. 小澤敬也, 赤司浩一, 内山 卓, 石川隆之, 高折晃史, 岡本真一郎, 金倉 譲, 黒川峰夫, 澤田賢一, 中尾眞二, 中
畑龍俊, 朝長万左男, 宮﨑泰司, 村手 隆, 杉田 稔：特発性造血障害に関する調査研究．（厚生労働科学研究補

助金（難治性疾患克服研究事業）特発性造血障害に関する調査研究 平成 20 年度～22 年度 総括研究報告書 研

究代表者 小澤計也 pp1-45 所収）2011 
14. 間野博行, 加納康彦, 宮﨑泰司：「ゲノミクス解析に基づく白血病の新規分類法開発」に関する研究．厚生労働科

学研究費補助金（第３次対がん総合戦略研究事業）「ゲノミクス解析に基づく白血病の新規分類法開発」に関す

る研究 平成 22 年度 総括・分担研究報告書 研究代表者 間野博行 pp1-6,所収）2011 
15. 宮﨑泰司：「正常核型急性骨髄性白血病におけるミエロペルオキシターゼ発現と遺伝子異常の関係」に関する研

究．厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総合戦略研究事業）「ゲノミクス解析に基づく白血病の新規分類

法開発」に関する研究 平成 22 年度 総括・分担研究報告書 研究代表者 間野博行 pp13-15,pp19-20 所収）
2011 

16. 渡邉俊樹, 中内啓光, 濱口 功, 長谷川秀樹, 小川誠司, 塚崎邦弘：成人 T 細胞白血病のがん幹細胞の同定とそれ

を標的とした革新的予防・診断・治療法の確立．（厚生労働科学研究補助金（第３次対がん総合戦略研究事業）

平成 22 年度 総括研究報告書 成人 T 細胞白血病のがん幹細胞の同定とそれを標的とした革新的予防・診断・

治療法の確立 研究代表者 渡邉俊樹 pp1-13 所収）2011 
17. 塚崎邦弘：ATL の臨床・分子病態と新規治療法開発の研究．厚生労働科学研究補助金（第３次対がん総合戦略研

究事業）平成 22 年度 総括研究報告書 成人 T 細胞白血病のがん幹細胞の同定とそれを標的とした革新的予防・

診断・治療法の確立 研究代表者 渡邉俊樹 pp51-61 所収）2011 
18. 三浦史郎, 蔵重智美, ムサジャノワ ジャンナ, 塚崎邦弘, 宮崎泰司, 中島正洋：長崎原爆被爆者腫瘍組織バンキ

ングの経過報告．（平成 23 年度特別経費（プロジェクト分）第 7 回広島大学・長崎大学連携研究事業カンファラ
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ンス－放射線災害医療の国際教育研究拠点確立に向けた機関連携事業－ 報告書 p43-45 所収）2011 
19. 長井一浩, 于 淑艶, 鈴木啓司, 片岡未央, 佐藤信也, 塚崎邦弘, 岩永正子, 松尾辰樹,上平 憲, 山下俊一, 朝長万

左男, 宮﨑泰司：原爆被爆者の体性幹細胞における遅延性ゲノム不安定性の研究．（平成 23 年度特別経費（プロ

ジェクト分）第 7 回広島大学・長崎大学連携研究事業カンファランス－放射線災害医療の国際教育研究拠点確立

に向けた機関連携事業－報告書 p47-49 所収）2011 
20. 木下朝博, 堀田知光, 飛内賢正, 塚崎邦弘, 伊藤國明, 谷脇雅史, 鈴木孝世, 石澤賢一,大間知 謙, 楠本 茂：悪性

リンパ腫に対する最適化されたモノクローナル抗体併用療法の開発による標準的治療法の確立．（研究代表者 木

下朝博）（平成 23 年度 厚生労働科学研究 がん臨床研究成果発表会（研究者向け）抄録集 p167-170 所収）2011 
21. 鵜池直邦, 神奈木真理, 宇都宮 與, 谷口修一, 福島卓也, 重松明男, 竹中竹春, 安永純一朗, 石田高司, 瀬戸加大, 

崔 日承, 末廣陽子, 豊嶋崇徳, 内丸 薫, 田野崎隆二,岡村 純：成人 T 細胞性白血病（ATL）の根治を目指した

細胞療法の確立．（研究代表者 鵜池直邦）（平成 23 年度 厚生労働科学研究 がん臨床研究成果発表会（研究者

向け）抄録集 p247-250 所収）2011 
22. 山本一仁, 福島卓也, 鵜池直邦, 小椋美知則, 中田匡信, 渡辺 隆, 横山雅大：進行期難治性 B 細胞リンパ腫に対

する治癒を目指した自家末梢血幹細胞移植併用大量化学療法の確立に関する研究．（研究代表者 山本一仁）（平

成 23 年度 厚生労働科学研究 がん臨床研究成果発表会（研究者向け）抄録集 p251-254 所収）2011 
23. 塚崎邦弘, 飛内賢正, 宇都宮 與, 鵜池直邦, 石塚賢治：成人 T 細胞白血病リンパ腫に対するインターフェロンα

とジドブジン併用療法の有用性の検証．（研究代表者 塚崎邦弘）（平成 23 年度 厚生労働科学研究 がん臨床研

究成果発表会（研究者向け）抄録集 p263-266 所収））2011 
24. 直江知樹, 薄井紀子, 大西一功, 竹内 仁, 臼杵憲祐, 小林幸夫, 宮﨑泰司, 熱田由子,矢ヶ崎史治,松村 到：成人

難治性白血病におけるバイオマーカーに基づく層別化治療法の確立．（研究代表者 直江知樹）（平成 23 年度 厚
生労働科学研究 がん臨床研究成果発表会（研究者向け）抄録集 p291-294 所収）2011 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 2 14 2 23 32 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

宮﨑泰司・教授 医師試験委員 厚生労働省 

宮﨑泰司・教授 医道審議会専門委員（医科分化委員） 厚生労働省 

宮﨑泰司・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 治験審査委員会 委員長 長崎県医師会 

宮﨑泰司・教授 専門委員 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 

審査業務部 

宮﨑泰司・教授 幹事 特定非営利活動法人 

成人白血病治療共同研究支援機構(NPO-JALSG

支援機構）Japan Adult Leukemia Study Group

宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会 委員 財団法人 骨髄移植推進財団 

宮﨑泰司・教授 九州地区代表医師 財団法人 骨髄移植推進財団 

宮﨑泰司・教授 日本内科学会九州支部 評議員 日本内科学会九州支部 

宮﨑泰司・教授 教育委員会 副委員長 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 企画委員長 日本血液学会 教育委員会プログラム企画委

員会 

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会 世話人 九州免疫血液研究会 

宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会 

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy 研究会 
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宮﨑泰司・教授 編集アドバイザー Trends in Hematological Malignancies 

宮﨑泰司・教授 疫学部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  

宮﨑泰司・教授 臨床研究部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  

宮﨑泰司・教授 理事 財団法人 長崎原子爆弾被爆者対策協議会 

宮﨑泰司・教授 最初の評議員 財団法人 長崎原子爆弾被爆者対策協議会 

宮﨑泰司・教授 理事 長崎原子爆弾後障害研究会 

宮﨑泰司・教授 長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会委員 財団法人 原子力安全研究協会 

宮﨑泰司・教授 長崎県がん診療連携協議会委員 長崎大学病院 

宮崎泰司・教授 がん診療センター化学療法レジメン審査委員会委

員 

長崎大学病院 

宮崎泰司・教授 医学部学生委員会委員 長崎大学医学部 

宮﨑泰司・教授 組換え DNA 実験安全委員会委員 長崎大学 

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会 顧問 MDS 連絡会 

塚崎邦弘・准教

授 

在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県 

塚崎邦弘・准教

授 

長崎県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 長崎県 

塚崎邦弘・准教

授 

評議員 日本血液学会 

塚崎邦弘・准教

授 

代議員 日本血液学会 

塚崎邦弘・准教

授 

診療委員 日本血液学会 

塚崎邦弘・准教

授 

評議員 日本臨床腫瘍学会 

塚崎邦弘・准教

授 

編集委員 Japanese Journal of Clinical Oncology 

塚崎邦弘・准教

授 

運営委員会委員(2010.10.31 まで) Japanese Clinical Oncology Group  

福島卓也・講師 運営委員会委員(2010.11.1 から) Japanese Clinical Oncology Group  

福島卓也・講師 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県 

福島卓也・講師 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県 

福島卓也・講師 調整医師 骨髄移植推進財団 

波多智子・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

波多智子・助教 社会保険診療報酬支払基金審査委員会審査委員 長崎県 

波多智子・助教 教育委員会委員 日本血液学会 

波多智子・助教 九州血液セミナー世話人 九州血液セミナー 

対馬秀樹・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市 

田口 潤・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

田口 潤・教授 移植施設責任者 骨髄移植推進財団 

土屋健史・助教 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県 
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競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（地球規模保健課

題推進研究事業）我が国の経験を踏まえた開

発途上国における献血制度の構築と普及に

関する研究（指定）（2011.4 から） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）難治性白血病に対する標準的治療法の確

立に関する研究 （研究代表者：大西一功）

（2011.3 まで） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）成人難治性白血病におけるバイオマーカ

ーに基づく層別化治療法の確立に関する研

究（研究代表者：直江知樹）（2011.4 から）

宮﨑泰司・教授 独立行政法人国立がん研究センター 分担 独立行政法人国立がん研究センター（運営費

交付金・研究開発費） 成人白血病の難治機

構の分子レベルでの解明とそれに基づく分

子標的治療の開発に関する研究 （研究代表

者：直江知樹）（2011.3 まで） 

宮﨑泰司・教授 独立行政法人国立がん研究センター 分担 独立行政法人国立がん研究センター（運営費

交付金・研究開発費）難治性白血病に対する

標準的治療法の確立に関する研究 （研究代

表者：小林幸夫）（2011.4 から） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服

研究事業）特発性造血障害に関する研究

（研究代表者：小澤敬也）(2010.3 まで) 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服

研究事業）特発性造血障害に関する研究

（研究代表者：黒川峰夫） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総

合戦略事業）DNA チップによる急性白血病の

新規分類法提案（研究代表者 間野博行） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究

事業） HIV 関連リポディストロフィーへの

脂肪由来幹細胞移植時における凝固能管理

と臨床経過検討（研究代表者：秋田定伯）

（2011.3 まで） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究

事業） HIV・HCV 重複感染血友病患者の長期

療養に関する患者参加型研究に係る調査研

究（研究代表者：山下俊一） 

宮﨑泰司・教授 独立行政法人国立長寿医療研究センタ

ー 

分担 独立行政法人国立長寿医療研究センター（長

寿医療研究開発費）高齢者造血障害に関する

分子疫学的検討のための基盤整備（研究代表

者：勝見 章） 

塚崎邦弘・准教

授 

厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）成人 T細胞白血病リンパ腫に対するイン

ターフェロンαとジドブジン併用療法の有

用性の検証に係る調査研究 

塚崎邦弘・准教

授 

厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）ATL の診療実態・指針の分析による診療

体制の整備 
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塚崎邦弘・准教

授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）悪性リンパ腫に対するモノクロナール抗

体併用療法の開発による標準的治療の確立

に係る調査研究（研究代表者：木下朝博） 

塚崎邦弘・准教

授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究

事業）血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者

に対する肝移植のための組織構築に係る調

査研究（研究代表者：兼松隆之） 

(2011.3 まで) 

塚崎邦弘・准教

授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総

合戦略事業）成人 T細胞白血病のがん幹細胞

の同定とそれを標的とした革新的予防・診

断・治療法の確立（研究代表者：渡邉俊樹）

塚崎邦弘・准教

授 

独立行政法人国立がん研究センター 分担 独立行政法人国立がん研究センター(運営費

交付金・研究開発費) 高感受性悪性腫瘍に対

する標準的治療確立のための多施設共同研

究 （研究代表者：飛内賢正） 

福島卓也・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）進行期難治性 B細胞リンパ腫に対する治

癒を目指した自家末梢血幹細胞移植併用大

量化学療法の確立に関する臨床研究 （研究

代表者：森島泰雄）(2011.3 まで) 

福島卓也・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）進行期難治性 B細胞リンパ腫に対する治

癒を目指した自家末梢血幹細胞移植併用大

量化学療法の確立に関する臨床研究 （研究

代表者：山本一仁）(2011.4 から) 

福島卓也・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）成人 T 細胞白血病（ATL）の根治を目指

した細胞療法の確立及び HTLV-1 抑制メカニ

ズムの解明に関する研究（研究代表者：鵜池

直邦） 

今泉芳孝・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）ATL の診療実態・指針の分析による診療

体制の整備（研究代表者 塚崎邦弘） 

今泉芳孝・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総

合戦略研究事業）ATL の腫瘍化並びに急性転

化、病型変化に関連する遺伝子群の探索と病

態への関与の研究（研究代表者 軽留部謙之

輔） 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

白血病予後を司る NPM1 と ETS 遺伝子 MEF と

の相互作用の解明 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（S） 

High throughput sequencer による癌のエピ

ゲノーム解析（研究代表者：西川伸一） 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

原爆被爆者造血器腫瘍の臨床的特性に基づ

いた発症リスク評価（研究代表者：岩永正子）

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

ATL に対する同種造血幹細胞移植療法後抗

腫瘍効果と抗ウィルス効果の実態解明（研究
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代表者：福島卓也） 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

同種造血幹細胞移植後患者における遺伝子

多型を用いた爪キメリズム解析(研究代表

者：今西大介)（2011.3 まで） 

塚崎邦弘・准教

授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

低悪性度 ATL と HTLV-1 キャリアの併合解析

による中間群の抽出 

塚崎邦弘・准教

授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

ATL に対する同種造血幹細胞移植療法後抗

腫瘍効果と抗ウィルス効果の実態解明（研究

代表者：福島卓也） 

福島卓也・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

ATL に対する同種造血幹細胞移植療法後抗

腫瘍効果と抗ウィルス効果の実態解明 

今泉芳孝・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

低悪性度 ATL と HTLV-1 キャリアの併合解析

による中間群の抽出（研究代表者：塚崎邦弘）

今西大介・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

同種造血幹細胞移植後患者における遺伝子

多型を用いた爪キメリズム解析 

(2011.3 まで) 

宮﨑泰司・教授 科学技術振興機構 分担 独立行政法人科学技術振興機構 （次世代が

ん）創薬コンセプトに基づく戦略的治療デザ

インの確立（研究代表者：直江知樹） 

宮﨑泰司・教授 長崎医学同窓会 分担 長崎医学同窓会医学研究助成金 

慢性期慢性骨髄性白血病における微少残存

病変の経時変化と ABL 遺伝子変異の検討 

（研究代表者：糸永英弘） 

福島卓也・講師 長崎医学同窓会 分担 長崎医学同窓会医学研究助成金 

慢性期慢性骨髄性白血病における微少残存

病変の経時変化と ABL 遺伝子変異の検討 

（研究代表者：糸永英弘） 

波多智子・助教 長崎医学同窓会 分担 長崎医学同窓会医学研究助成金 

慢性期慢性骨髄性白血病における微少残存

病変の経時変化と ABL 遺伝子変異の検討 

（研究代表者：糸永英弘） 

今泉芳孝・助教 長崎医学同窓会 分担 長崎医学同窓会医学研究助成金 

慢性期慢性骨髄性白血病における微少残存

病変の経時変化と ABL 遺伝子変異の検討 

（研究代表者：糸永英弘） 

今西大介・助教 長崎医学同窓会 分担 長崎医学同窓会医学研究助成金 

慢性期慢性骨髄性白血病における微少残存

病変の経時変化と ABL 遺伝子変異の検討 

（研究代表者：糸永英弘） 

田口 潤・助教 長崎医学同窓会 分担 長崎医学同窓会医学研究助成金 

慢性期慢性骨髄性白血病における微少残存

病変の経時変化と ABL 遺伝子変異の検討 
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（研究代表者：糸永英弘） 

福島卓也・講師 協和発酵キリン  成人 T 細胞白血病リンパ腫(ATL)における微

少残存病変(MRD)検査法の臨床応用について

の第３次研究 

波多智子・助教 協和発酵キリン  低リスクまたは中間－１リスク骨髄異形成

症候群患者における血清エリスロポエチン

値の検討 

宮﨑泰司・教授 大塚製薬  ODK-1001/1002 臨床性能試験 

宮﨑泰司・教授 大塚製薬  ODK-1003 臨床性能試験 

 

その他 

学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

塚崎邦弘・准教授 

他 

第 63 回保健文化賞 第一生命保険㈱ ATL ｳｨﾙｽ母子感染防止研究事業

協議会の活動が評価された 

 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

土屋健史・助教 非常勤講師（血液学） 長崎市医師会看護学校 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

塚崎邦弘・准教授 み の も ん た 朝 ズ バ 

生出演！浅野史郎さ

ん白血病闘病１年７

カ月 

TBS 2011 年 

1 月 5 日, 

1 月 7 日 

前宮城県知事浅野史郎氏が自身が ATL
（成人 T 細胞白血病）の闘病中であるこ

と告白されたことを受け、ATL とはどう

いった疾患であるのか、どういった研究

が現在なされているのか、学識経験者の

立場から意見を述べた。 

塚崎邦弘・准教授 『報道センターNBC』 

母乳に潜むウィルス

をめぐって 

NBC（長崎放

送） 
2011 年 

1 月 13 日 

(木)18:15- 

HTLV-1 ウィルスによる ATL の予防と

治療について述べた。 

塚崎邦弘・准教授

他 
官邸の HTLV-1 特命

チーム 
NHK ニュース

 

朝日新聞 

2011 年 

1 月 20 日 

(木) 

1 月 21 日 

(金) 

官邸特命チームによる HTLV-1 特命対

策方針を協議した。 

塚崎邦弘・准教授

他 
『ATL 感染予防治療

で意見交換』福岡でシ

ンポ 

長崎新聞 2011 年 

2 月 28 日 

(月) 

主に母乳を介して母子感染し、成人 T 細

胞白血病(ATL)などの原因となるウィル

ス「HTLV1」をテーマにしたシンポジウ

ムにおいて、長崎県が全国に先駆けて取

り組んだ母子感染予防対策を紹介した。

また他の専門家と感染予防や患者・感染

者への相談、全国の診断、治療体制の在

り方について意見を交換した。 

福島卓也・講師、

松尾真稔・医員 
肺真菌症を合併した

ALL「L-AMB でｺﾝﾄﾛ

ｰﾙしながら同種造血

幹細胞移植を施行」 

ﾐ ｸ ｽ Online(特
別版) 

※ｴﾙｾﾞﾋﾞｱ・ｼﾞ

ｬﾊﾟﾝ㈱作成 

2011 年 

4 月発行 

2011 年 3 月 9 日~10 日に愛媛県で開催さ

れた「第 33 回日本造血細胞移植学会」

において、肺真菌症を発症あるいは悪化

させることなく安全に同種造血幹細胞
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移植を実施できた症例を報告した。 

塚崎邦弘・准教授、

福島卓也・講師、

他 

【特集】がんばれ東

北！長崎大学病院の

医療支援 

長崎大学病院

広報紙 ポン

ぺだより 

2011 年 

5 月発行 

Vol.40 

長崎大学病院より福島県立医科大学へ

「原子力災害医療支援」派遣メンバー紹

介。長崎大学病院の医師や看護師たちが

率先して診療に取り組む姿を見せ、現場

を勇気づけた。また専門的な知識とノウ

ハウ、そして被爆地長崎からの協力が一

体感を生み出し、信頼を築いた。 

福島卓也・講師 【 ASC － Hematologic 
Malignancies】 

[poster Discussion 
Session #6524] 

[Oral Abstract Session 
#8000] 

[Oral Abstract Session 
#8001] 

監修とコメント． 

ASCO  2011
Highlight News

P6-P11 

2011 年 

7 月発行 

2011 年 6 月 3 日-7 日に米国イリノイ州

シカゴにて行われた米国臨床腫瘍学会

(ASCO)にて発表された 3 件の発表内容

を翻訳監修し、血液内科医の立場からコ

メントを述べた。 

宮﨑泰司・教授他 MDS 発症リスク 

線量高いほど大 

長崎新聞 2011 年 

7 月 15 日 

放射線影響研究所と長崎大学が被ばく

線量が推定できる MDS 患者のデータを

分析し、被ばく線量が多いほど発症率が

高くなることが公表された。 

宮﨑泰司・教授 永井博士没後 60 年企

画展 

「献身」テーマに 

長崎新聞 2011 年 

8月9日(火)

長崎原爆で被爆しながらも救護活動に

当った永井博士の没後 60 年を記念した

企画展が長崎大学医学部基礎棟で始ま

った。 

被爆後の長崎医科大の様子を収めた写

真など約 60 点の資料を展示している。

宮﨑泰司・教授他 長崎大学病院は今 

[養生所から 150 年] 

危機対処へ増す存在

感 

長崎新聞 2011 年 

9 月 14 日

(水) 

長崎大学病院 150 周年を受け、「放射線

と感染症」と題して、原爆の晩発障害と

して、白血病や骨髄異形成症候群（MDS）
についての発生状況や最新治療につい

て感想と共に述べた。 

宮﨑泰司・教授他 ～母子感染対策と新

しい治療への期待～ 

成人 T 細胞白血病

（ATL）とはどんな病

気？ 

朝日新聞 2011 年 

10 月 25 日

(火) 

成人 T 細胞白血病（ATL）について病気

の特性や最新治療法および検査方法、こ

れからの取り組みについて、長崎大学病

院 臨床検査部上平憲教授と対談形式

で述べた。 

宮﨑泰司・教授  【Review2】骨髄異形

成症候群治療 update. 

The Word on 
Hematology. 
No.2 

2011 年 

11 月発行 

骨髄性異形成症候群（MDS）の治療につ

いての最新情報をまとめた。 

宮﨑泰司・教授 【Extended Abstract】
ボルテゾミブ試験投

与前後の薬理ゲノミ

クス研究から Total 
Therapy3 に対する高

リスク患者の特徴と

してプロテアソーム

遺伝子 PSMD4 過剰発

現を同定 

Hematological 
Cancer Express
No.3 

2011 年 

12 月発行 

様々な血液疾患についての最新治療情

報（海外論文）の監修を行った。 

塚崎邦弘・准教授 特集２ 成人 T 細胞

白血病 有望な治療

薬も登場間近で脚光 

風土病から全国病に 

日  経ﾒﾃﾞｨｶﾙ 
Cancer Review 
第 25 号 

2011 年 

12 月 20 日

発行 

成人 T 細胞白血病（HTLV-1／ATL）の

最新治療情報及び医療小史の紹介。この

研究に携わり且つ首相官邸に作られた

特命チームメンバーのため紹介された。
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宮﨑泰司・教授、

塚崎邦弘准教授、

福島卓也講師、波

多智子助教他、 

長崎フォーラム・報告 わいわい Home
通信 No.7 

2011 年 

12 月発行 

11 月 12 日（土）に長崎大学医学部ｷｬﾝﾊﾟ

ｽにて開催された NPO 法人つばさの会

主催の「血液がんフォーラム」にて、患

者さま及びご家族に向けて血液がんと

血液がんの病態についてなど、講演し、

また各種分科会にわかれ、意見交換など

を行った。 

宮﨑泰司・教授 医療最前線 長崎大学病院

広報誌 

ポンペだより 

Vol.46・47 

2011 年 

12 月発行 

「血液悪性腫瘍の治癒を目指して」と題

して分子標的薬を用いた３種の治療の

現状を紹介した。 

 


